
      

 

 

 

 

 

 

 
『想定する』ということ（人権学習から考える） 

 

「この立体の名称は何でしょうか？」 

この質問は、先日開催した「校内人権尊重作文発表会」の折に校長講評

の中で行ったものです。体育館に集まった子供たちは、ほぼ全員が声を

揃えて「円柱」と答えてくれました。といいますのも、この「円柱」という立体は「角柱」とともに

小学５年生の算数で初めて取り上げられ、その後、様々な形式の問題として繰り返し学習します。何

度となく目にする立体の１つですので、しっかりと覚えていたのでしょう。 

「では、この形は何に見えますか？」 

続いてこう尋ねたところ答えは様々で、近くにいる者同士で確認しても同じになったのは、全体の

２割程度でした。皆さんは、何に見えるでしょうか。子供に多いのは「つみき」「水筒」「ゴミ箱」、大

きく年齢が上がると「茶筒」や「電池」に。世代や経験によって浮かび上がるイメージが変わるよう

です。子供たちも楽しげに、あれこれと伝え合っていました。 

「次は、『自分らしさ』を伝え合ってみて！」 

この答えは、さすがにみんな異なり、ひと組（偶然とはいえ、同じ内容のペアがいたことに驚きま

した）を残し、各自がそれぞれの『自分らしさ』を伝え合う結果となりました。講評の中で私がこの

ような質問を行ったのは、以下に記す理由があったからです。 

本校では、２学期を通じて「人権学習」に取り組みます。今年度、各学年が設定したテーマは「１

年生：福祉」「２年生：関わり」「３年生：生命」で、これらを視点として人権に係る問題にアプロー

チしました。体験的な活動を多く取り入れ、外部講師を招いたりタブレット等を活用して調べたりし

ながら学習を積み上げ、その中で心に残ったことを「人権尊重作文」としてまとめました。子供たち

は、とても熱心に学び、よく考え、文章化していきましたが、書き上げられた作文に触れたとき、少

し戸惑いを覚えることがありました。「思い遣りをもって」「寄り添って」「理解して」･･･。よく使う

言葉ですが、改めて読むと「思い遣りをもつ側」と「思い遣ってもらう側」、「寄り添う側」と「寄り

添ってもらう側」、「理解する側」と「理解してもらう側」のように、「する側」と「してもらう側」の

立つ位置が定まった関係にあるように感じられます。 

「人権」は、誰もが生まれながらにもつ権利です。他から与えてもらったり、人によって認められ

たり認められなかったりするものではありません。それは、まさに『自分らしさ』と同じです。言い

換えれば、『自分らしく』生きることができないと感じることと人権が守られていないと思うことに

は、同じ問題が含まれていると考えられます。子供たちに「『自分らしさ』を伝えて」と投げかければ、

自分事としてあれこれと語ってくれます。しかし、『自分らしさ』を発揮できない状況に置かれている

人もいる、と「想定」できれば「思い遣って理解する」という言葉では終われない。「寄り添って」で

きることとは、いったいどんなことでしょうか。 

「人権尊重作文」は、人権学習のまとめでありながら、その先を考えるための起点、つまりは新た

な「想定」を身に付ける機会であり、多様に「想定」できるようになること

が、人権学習に取り組む目的であると考えます。自分を含む様々な人の『自

分らしさ』を「想定」し、どのような場であればそれが発揮され、つながり

を生むことができるのか。この度の発表会は、私自身にとっても考え、学び

続けることの大切さを実感する意義深い時間となりました。 （記：日髙） 
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    「生き抜く力」を培う 

～将来に生きる確かな学力と 

豊かな心の育成～  
No.8 

 

海南中 

「わくわくアップ」 

プロジェクト 

開催中！ 

教育目標 

生徒の自立に向け 

連携・協働する学校 

写真 
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 行事予定 

２日（土）～３日（日） 

秋の美術展(nobinos) 

     近畿駅伝 

４日（月）西部地区人権尊重作文発表会 
（13：45～ 第三中学校） 

６日（水）課題別研究発表会 

（３限終了後、給食を食べて下校） 

７日（木）県到達度調査 

     スクールカウンセラー来校 

     専門委員会 

８日（金）音楽発表会（14：50～） 

１０日（日）県ソフトテニスインドア大会 
      （県立橋本体育館） 

１２日（火）マラソン大会（午前・紀三井寺） 

１３日（水）スクールカウンセラー来校 

１４日（木）小６中学校体験入学 

１５日（金）個別面談① 

１８日（月）個別面談② 

１９日（火）個別面談③ 

２０日（水）個別面談④ 

２２日（金）第２学期終業式 

２８日（木）仕事納め 

              〇専門委員会 

                              ・風紀委員長     …松岡 かなえ 

                               ・文化広報委員長 …笠井 奏音 

                              ・環境委員長     …浜松 仁平 

〇執行部      ・体育委員長     …弓場 貴翔 

・生徒会長     …岩戸 結愛     ・保健委員長     …藤本 夏凜 

・副会長       …小畑 咲絢     ・図書委員長     …八畑 優芽 

・書記長       …西崎 衣留美   ・交通安全委員長 …楠見 蒼一郎 

・書記次長     …箕嶋 優来     ・園芸委員長     …木下 琴穂 

２年生は 11/16に防災学習を

行いました。体育館が避難所

になったときを想定し、地域に

住む若い力として、自分たちに

できることを学習しました。 

ポンチョやスリッパ、簡易トイレ

をゴミ袋や新聞紙で作りました。 

おめでとう！！秋の美術展入選 
出品者： 

浜松 仁平（←県入選）  武田 菜愛（←県入選）   

谷村 みどり（←県入選）  出崎 縁  濱口 雫葉 

大松 龍貴   松田 コナ   木下 琴穂 

 

Wishing all of you the very best of the Christmas season 

県駅伝で大健闘！！11/18 に開催された

県駅伝大会において女子が２位、男子が７位

となり、女子は近畿大会出場を決めました。

雨と寒さの中、よくがんばりました。 

11/7 に nobinos で開かれた海草地方の

English Festival に１年生が参加しま

した。ビートルズのハローグッバイと

カーペンターズのシングを英語で歌い

ました。ALT とのゲームを楽しんだ

り、他校の発表を見たり…緊張もあっ

たようですが、英語で表現することの

楽しさを味わいました。 

11/10 授業参観と教育講演会を行いま

した。教育講演会は和歌山 IT 機構の

佐々木哲先生をお招きして「子どもを取

り巻くインターネットの現状」と題した講

演を行っていただきました。 

～お詫びと訂正～ 

ホームページ等でお知らせしていたマラソン大会の日程に変更があり、 

１２月１２日（火）となりました。連絡が遅くなりご迷惑をおかけしたこと 

をお詫び申し上げます。 

新生徒会役員が 

決定しました。 

写真 

写真 

写真 

写真 写真 写真 

お世話になった各事業所の皆様、

本当にありがとうございました。 

避難所で共に過ごすことになった初見同士という設定で段

ボールベッドやパーテーションづくりに取り組みました。 

２年生職場体験ギャラリー 

慣れた手つきでタイヤの空気圧点

検！頼もしさを感じます。 

志と情熱をもった１２名の新しい

リーダーが誕生しました！それぞ

れが自分の言葉で思いを伝える姿

にはすでに頼もしさを感じまし

た。誠実に、そして、創意工夫し

ながら取り組み、より良い海南中

学校を築きあげてくれることを期

待します。 

 


